
（１）調査方法：無記名式アンケート調査（各放課後子ども教室の受付で、参加児童にアンケート用紙を配布）
（２）調査対象：「放課後子ども教室」参加児童の保護者（各校20名、無作為抽出）

（３）調査期間：平成23年6月27日～7月20日

（４）配布数：1440部　（20部×72教室）　　
（５）回収数：894部
（６）回収率：62.1％

【調査概要】

平成２３年度　「あだち放課後子ども教室」保護者アンケート調査結果について

Ｑ１　「放課後子ども教室」に参加させている理由はなんですか。（3つまで回答可）

76.1%

72.6%

39.7%

26.6%

21.1%

19.2%

9.3%

7.3%

5.3%

3.6%

子どもが参加したいというから

学校内施設で安心だから

校庭などで体を動かして遊べるから

地域の人が見守ってくれるから

他のクラスや違う学年の友だちと遊べるから

宿題や読書をすることができるから

いろいろな体験ができるから

友だちや兄弟・姉妹が参加しているから

近所に遊び場が少ないから

その他

実施全校

Ｑ2　「放課後子ども教室」についてどの程度関心がありますか。（複数回答可）

60.7%

20.5%

16.3%

13.9%

3.5%

2.3%

2.1%

0.9%

保護者会などで、学校へ出向いた時に見かけたことがある

スタッフとして参加している・していた

見たことがない

見学したことがある

スタッフになりたいと考えている

ボランティアとして参加したことがある

その他

興味がない

実施全校



Ｑ3　「放課後子ども教室」に参加するようになって、ご家庭
でのお子さんの様子や過ごし方に変化はありましたか。

変化があった
60%

変化はない
20%

どちらともいえ
ない
19%

未記入
1%

Ｑ3で「変化があった」と答えた方にお聞きします。どのような変化がありましたか。（複数
回答可）

51.3%

49.2%

42.9%

38.7%

36.8%

28.8%

24.2%

21.6%

16.2%

15.4%

14.5%

13.2%

10.3%

7.9%

7.7%

6.4%

4.3%

外遊びの時間が多くなった

他のクラスや別の学年の友だちと遊ぶことが増えた

テレビを見る時間や携帯ゲームをやる時間が減った

友だちが増えた

宿題を早く済ませるようになった

学校に行くことを楽しみにするようになった

家での会話が増えた

体力がついた

自分で考え、工夫して遊ぶことが増えた

早く寝るようになった

食事の量が増えた

明るくなった

年下の子（弟妹含）への面倒見が良くなった

様々なことに積極的に取り組むようになった

以前よりあいさつができるようになった

学習や読書への関心が高くなった

その他

実施全校

Ｑ4　子どもたちには「放課後子ども教室」でどのように過ごしてほしいですか。（3つまで
回答可）

73.2%

50.1%

43.0%

40.2%

27.7%

23.5%

14.9%

2.0%

思い切り体を動かして遊んでほしい

友だちに思いやりの気持ちを持って過ごしてほしい

様々なことを体験してほしい

学年を超えた子どもたちとも遊んでほしい

地域の方々に感謝の気持ちを持って過ごしてほしい

宿題や読書をして過ごしてほしい

活動を通じて、多くの大人の方々と、ふれあってほしい

その他

実施全校


